
淮
南
線
は
割
に
敵
襲
事
故
に
は
見
舞
わ
れ
ず
に
済
ん
だ
が
、

使
用
さ
れ
て
い
た
レ
ー
ル
が
二
十
五
キ
ロ
そ
の
道
床
が
軟
弱
な

た
め
、
よ
く
脱
線
し
て
そ
の
復
旧
に
追
わ
れ
て
い
た
も
の
で
あ

る
。我
々
現
地
の
者
に
は
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
が
軍
の
上
層
部

に
於
て
淮
南
線
の
転
用
計
画
が
す
ゝ
め
ら
れ
淮
南
線
約
二
百
キ

ロ
を
二
分
割
、
そ
の
内
南
半
分
約
百
キ
ロ
を
裕
渓
口
方
面
に
、

北
半
分
を
大
通
、
水
家
湖
に
撤
収
集
結
す
る
こ
と
、
こ
の
北
方

面
の
保
線
区
長
を
担
任
、
昭
和
十
九
年
某
月
某
日
開
始
と
軍
の

命
令
を
待
つ
こ
と
に
な
っ
た
。

そ
の
間
に
所
要
の
資
材
、

ガ
ソ
リ
ン
等
軍
よ
り
支
給
を
受
け
、

要
員
計
画
も
充
分
練
っ
て
そ
の
日
を
待
っ
た
。

鉄
道
が
新
し
く
敷
設
さ
れ
る
と
云
う
こ
と
は
地
区
住
民
の
経

済
に
与
え
る
影
響
の
多
い
こ
と
、
こ
れ
に
反
し
て
撤
収
さ
れ
る

地
区
の
住
民
は
ど
れ
ほ
ど
悲
し
く
、
不
利
益
と
な
る
か
、
そ
の

た
め
の
妨
害
が
行
わ
れ
る
の
が
非
常
に
心
配
さ
れ
て
い
た
も
の

で
あ
っ
た
。

撒
収
の
命
令
が
下
さ
れ
た
日
は
朝
か
ら
の
豪
雨
で
体
は
ず
ぶ

濡
れ
、
靴
は
ふ
や
け
底
が
■
が
れ
る
始
末
で
散
々
で
あ
っ
た
。

初
日
の
作
業
は
そ
の
た
め
予
定
の
半
分
も
で
き
な
い
状
況
で

あ
っ
た
が
翌
日
か
ら
は
一
キ
ロ
、
二
キ
ロ
、
三
キ
ロ
と
仕
事
の

馴
れ
も
あ
っ
て
一
日
に
六
キ
ロ
も
撒
収
、
心
配
し
た
妨
害
も
な

く
約
一
か
月
で
撒
収
作
戦
が
完
了
し
撤
収
材
料
の
検
査
を
受

け
、
そ
の
管
理
を
命
ぜ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。

敗
戦
と
な
り
昭
和
二
十
一
年
四
月
に
引
揚
げ
と
な
っ
た
。

人
生
を
狂
わ
し
た
引
揚
げ
　 

埼
玉
県
　
石
山
幸
　 

私
は
、
昭
和
十
五
年
四
月
、
大
阪
の
住
友
本
社
へ
入
社
、
同

年
十
一
月
、
住
友
本
社
北
京
事
務
所
（
住
友
公
司
）
に
転
勤
、

昭
和
十
九
年
二
月
現
地
召
集
、
昭
和
二
十
年
九
月
召
集
解
除
、

住
友
公
司
に
戻
り
、
残
務
整
理
を
し
て
、
同
年
十
二
月
二
十
四

日
、
命
か
ら
が
ら
実
家
に
た
ど
り
つ
い
た
。

昭
和
二
十
年
九
月
、
私
は
済
南
（
秀
嶺
部
隊
）
に
い
た
。
突

然
現
地
召
集
者
は
召
集
解
除
す
る
旨
の
伝
達
が
あ
り
、
単
身
済

南
か
ら
北
京
ま
で
長
い
時
間
を
費
や
し
て
会
社
に
も
ど
っ
た
。



会
社
の
方
々
は
心
か
ら
喜
ん
で
下
さ
り
、
二
、
三
日
ゆ
っ
く
り

休
養
後
、
会
社
の
残
務
整
理
に
取
り
か
か
っ
た
。
数
日
過
ぎ
た

時
、
支
店
長
か
ら
「
今
後
ど
の
く
ら
い
北
京
に
い
る
か
皆
目
判

ら
な
い
か
ら
、
取
り
敢
え
ず
、
三
か
月
分
の
俸
給
を
前
払
い
す

る
の
で
受
け
取
っ
て
欲
し
い
」
と
言
わ
れ
た
。

私
は
生
来
、
お
金
を
す
ぐ
使
い
た
く
な
る
性
分
。
そ
こ
で
、

俸
給
の
一
部
を
北
京
支
店
に
預
金
し
、
少
し
ず
つ
お
ろ
し
て
使

お
う
と
考
え
た
。
し
ば
ら
く
す
る
と
「
近
く
朝
鮮
銀
行
が
封
鎖

さ
れ
そ
う
だ
」
と
い
う
■
が
耳
に
入
っ
た
。
私
は
さ
っ
そ
く
朝

鮮
銀
行
に
行
き
、
預
金
を
お
ろ
そ
う
と
し
た
が
、
そ
の
時
、
す

で
に
遅
し
で
、
封
鎖
さ
れ
た
日
だ
っ
た
。
さ
あ
、
大
変
。
一
円

も
お
ろ
す
こ
と
は
出
来
な
い
。
今
後
、
い
つ
■
北
京
に
い
る
か

判
ら
な
い
。
こ
れ
以
上
会
社
に
い
て
、
上
司
、
同
僚
に
迷
惑
を

か
け
て
は
申
し
わ
け
な
い
と
考
え
、
か
つ
て
住
友
に
勤
務
、
現

在
中
国
連
合
準
備
銀
行
に
お
勤
め
の
小
松
さ
ん
の
家
に
転
が
り

こ
む
。
先
輩
の
小
松
さ
ん
は
生
後
一
年
足
ら
ず
の
女
の
子
と
三

人
家
族
だ
っ
た
が
、
私
に
同
情
し
て
、
何
く
れ
と
な
く
親
切
に

し
て
下
さ
っ
た
。

「
独
身
者
は
早
く
帰
国
出
来
る
。

い
や
妻
帯
者
の
方
が
先
だ
。

い
や
い
や
日
本
軍
が
長
い
間
鉄
道
、
道
路
、
橋
梁
そ
し
て
家
屋

等
を
あ
の
よ
う
に
破
壊
し
た
の
で
、
そ
れ
を
復
旧
し
て
か
ら
帰

国
さ
せ
る
そ
う
だ
。
東
京
を
始
め
大
都
会
は
、
み
な
焼
野
原
に

な
っ
た
そ
う
だ
。
だ
か
ら
中
国
に
帰
化
し
た
ほ
う
が
い
い
」
等

々
々
。
デ
マ
と
は
本
当
に
恐
ろ
し
い
も
の
だ
。
時
、
昭
和
二
十

年
十
月
。

か
く
し
て
い
る
内
に
、
け
っ
き
ょ
く
独
身
者
が
先
に
帰
国
出

来
る
よ
う
に
な
り
、
居
留
氏
団
に
集
合
、
厳
重
な
身
体
検
査
、

物
品
検
査
を
受
け
、
住
み
馴
れ
た
北
京
を
後
に
天
津
に
向
か
っ

た
。
平
時
な
ら
ば
、
北
京
・
天
津
間
は
三
時
間
弱
で
到
着
出
来

る
が
、
恐
ら
く
十
時
間
は
か
か
っ
た
ろ
う
。
ち
ょ
っ
と
走
っ
て

は
、
長
い
時
間
停
車
し
た
。
昭
和
二
十
年
十
一
月
末
と
記
憶
し

て
い
る
。

列
車
は
有
蓋
・
無
蓋
の
貨
物
列
車
。
お
金
は
千
円
だ
け
は
所

持
出
来
た
。
北
支
の
十
二
月
は
な
ん
と
い
っ
て
も
寒
い
。
あ
ま

り
に
も
寒
い
の
で
、
あ
る
者
は
た
い
せ
つ
に
所
持
し
て
い
た
毛

布
を
中
国
人
と
高
粱
酒
と
交
換
し
、
若
い
主
婦
は
幼
児
を
胸
に

覆
い
、
寒
気
を
防
ぐ
。
そ
し
て
重
な
り
あ
っ
て
列
車
の
中
で
横

に
な
っ
た
。
し
か
し
、
と
て
も
寝
ら
れ
る
ど
こ
ろ
で
は
な
い
。



や
っ
と
の
思
い
で
天
津
に
到
着
、
帰
還
■
人
収
容
所
に
入
れ

ら
れ
た
。
そ
こ
は
今
で
い
う
大
き
な
雨
天
体
操
場
の
よ
う
な
、

倉
庫
の
よ
う
な
建
物
で
、
火
は
絶
対
使
用
禁
止
。
先
着
の
■
人

が
何
千
人
と
い
る
。
当
時
北
京
市
だ
け
で
も
■
人
は
十
五
万
人

い
た
の
だ
か
ら
北
支
全
体
で
は
何
十
万
の
人
に
な
る
。

長
い
間
歩
き
さ
ま
よ
い
、
ま
た
列
車
に
乗
っ
て
、
や
っ
と
天

津
に
た
ど
り
着
い
た
奥
地
か
ら
の
引
揚
者
の
姿
は
、
実
に
あ
わ

れ
で
あ
り
、
浮
浪
者
で
、
一
見
男
女
の
別
も
判
ら
な
い
。

あ
る
若
い
主
婦
は
、
生
後
間
も
な
い
乳
児
を
抱
き
、
あ
る
い

は
背
負
っ
て
食
事
等
の
仕
事
を
し
て
い
た
が
、
数
日
後
、
母
乳

不
足
か
、
寒
さ
の
た
め
か
、
愛
児
を
亡
く
し
た
。
し
か
し
、
火

葬
は
許
さ
れ
ず
、
泣
き
泣
き
愛
児
の
爪
、
髪
を
切
り
土
葬
を
し

た
。
こ
の
よ
う
な
気
の
毒
な
方
が
、
二
人
、
三
人
と
出
た
。
ま

さ
に
生
き
地
獄
で
あ
っ
た
。

天
津
滞
在
中
、
何
度
も
身
辺
、
身
体
検
査
を
さ
れ
た
。
私
共

独
身
者
は
、
老
人
、
子
供
の
食
事
の
世
話
を
し
、
十
二
、
三
日

ぐ
ら
い
滞
在
し
た
で
あ
ろ
う
。
外
出
は
許
さ
れ
ず
、
毎
日
単
調

な
生
活
が
続
い
た
。

突
然
、

今
夜
乗
船
出
来
る
者
の
発
表
が
あ
る
旨
伝
達
さ
れ
た
。

番
号
を
言
わ
れ
な
い
人
は
、
乗
船
出
来
な
い
。
幾
日
も
幾
日
も

天
津
に
滞
在
、
い
つ
帰
国
出
来
る
か
判
ら
な
い
。
私
は
さ
い
わ

い
番
号
を
呼
ば
れ
た
の
で
、
そ
の
夜
は
嬉
し
く
て
嬉
し
く
て
、

な
か
な
か
寝
つ
か
れ
な
か
っ
た
。

翌
朝
最
後
の
身
辺
、
身
体
検
査
が
始
ま
っ
た
。
針
、
ナ
イ
フ

等
の
刃
物
、
中
国
の
風
景
写
真
等
は
一
切
持
っ
て
帰
れ
な
い
。

或
る
人
は
虎
の
子
の
貴
重
品
ま
で
米
軍
、
中
国
軍
の
係
員
に
没

収
さ
れ
た
。

冬
の
東
支
■
海
は
荒
れ
る
。
小
さ
な
Ｌ
・
Ｓ
・
Ｔ
上
陸
用
舟

艇
は
、
木
の
葉
の
よ
う
に
揺
れ
る
。
一
夜
明
け
た
。
は
る
か
東

南
方
に
、
か
す
か
に
半
島
の
よ
う
な
も
の
が
見
え
た
。
九
州
だ
。

み
ん
な
甲
板
に
駆
け
上
が
り
眺
め
た
。
し
か
し
、
そ
れ
は
ま
だ

山
東
半
島
だ
っ
た
。
皆
が
っ
か
り
し
て
船
倉
に
戻
る
。
食
物
ら

し
い
食
物
は
与
え
ら
れ
ず
、
乾
パ
ン
ぐ
ら
い
で
幾
日
も
幾
日
も

過
し
て
来
た
私
た
ち
は
、
疲
労
困
ぱ
い
だ
っ
た
が
、
内
地
に
着

く
■
は
、
お
互
い
に
頑
張
ろ
う
と
励
ま
し
合
っ
た
。

や
っ
と
佐
世
保
港
に
入
港
し
た
。
三
日
ほ
ど
、
佐
世
保
に
滞

在
、
種
々
検
査
を
受
け
、
十
二
月
二
十
四
日
夜
、
夢
に
見
た
実

家
に
着
い
た
。



人
間
の
運
命
ほ
ど
判
ら
な
い
も
の
は
な
い
。
私
が
い
た
部
隊

は
関
東
軍
に
か
わ
り
、
北
支
か
ら
満
州
に
移
動
し
た
。
私
は
生

来
丈
夫
な
体
で
な
か
っ
た
の
で
、
済
南
の
秀
嶺
部
隊
に
転
属
に

な
っ
た
。
私
が
丈
夫
な
体
で
あ
っ
た
な
ら
、
戦
友
と
共
に
関
東

軍
へ
移
動
、
終
戦
と
共
に
シ
ベ
リ
ア
ヘ
送
ら
れ
、
お
そ
ら
く
私

は
こ
の
世
に
い
な
か
っ
た
ろ
う
。

大
陸
生
活
二
十
三
年
　 埼玉
県
　
小
田
武
夫
　 

大
正
十
二
年
、
満
鉄
本
社
経
理
部
に
入
社
し
た
。
大
陸
に
強

い
憧
れ
を
も
っ
て
い
た
の
で
嬉
し
か
っ
た
。

大
連
は
整
然
と
し
た
佇
い
。
目
抜
き
通
り
に
は
三
越
、
幾
久

屋
デ
パ
ー
ト
等
が
建
ち
な
ら
び
、
住
宅
地
は
赤
い
屋
根
、
青
い

屋
根
、
ガ
ス
・
電
気
・
水
道
は
完
備
し
、
舗
装
道
路
わ
き
に
は

ア
カ
シ
ア
の
並
木
が
連
な
り
、
無
税
港
の
た
め
か
物
資
は
豊
富
、

実
に
住
み
心
地
の
良
い
街
だ
っ
た
。

中
国
を
理
解
す
る
に
は
、
ま
ず
言
葉
か
ら
と
い
ち
お
う
の
努

力
を
し
た
。

大
連
か
ら
旅
順
ま
で
（
四
十
キ
ロ
）
の
ハ
イ
キ
ン
グ
や
戦
跡

巡
り
、
一
か
月
の
夏
タ
イ
ム
（
午
前
中
だ
け
勤
務
）
に
は
旅
順

線
で
大
連
か
ら
一
時
間
の
夏
家
河
子
海
水
浴
場
に
友
人
と
の
テ

ン
ト
生
活
等
、
青
春
を
謳
歌
し
た
。

昭
和
六
年
、
満
州
事
変
勃
発
以
後
、
世
相
は
徐
々
に
緊
迫
し

遂
に
全
面
戦
争
に
突
入
、
軍
は
破
竹
の
勢
い
で
河
北
、
山
西
両

省
を
席
■
。
国
民
政
府
軍
を
黄
河
以
西
に
敗
退
さ
せ
た
が
、
中

国
民
衆
と
の
融
和
、
治
安
維
持
の
た
め
に
中
国
語
を
解
す
人
が

必
要
と
の
軍
の
要
請
に
、
十
三
年
一
月
か
ら
十
二
月
ま
で
、
宣

撫
班
長
と
し
て
河
北
省
石
門
地
区
、
山
西
省
河
津
地
区
で
軍
行

動
を
共
に
し
た
。
蒋
介
石
は
日
本
軍
の
占
領
は
点
と
線
の
み
と

言
っ
た
が
、
事
実
占
領
し
た
県
城
と
そ
れ
を
結
ぶ
自
動
車
道
を

確
保
す
る
の
が
精
一
杯
、
残
り
の
広
大
な
地
域
は
八
路
軍
（
現

中
国
政
府
）

が
各
部
落
に
潜
入
し
て
徹
底
抗
戦
を
叫
ん
で
い
た
。

わ
ず
か
一
年
の
宣
撫
工
作
だ
っ
た
が
、
今
と
な
っ
て
は
懐
か

し
い
思
い
出
が
つ
ぎ
つ
ぎ
と
浮
か
ん
で
く
る
。

大
部
隊
の
戦
闘
に
参
加
し
た
り
、
小
部
隊
で
敵
に
遭
遇
、
炎

天
下
五
時
間
に
及
ぶ
戦
い
、
ス
パ
イ
と
目
さ
れ
銃
殺
寸
前
の
者




